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　　　　共通第1次学力試験からみた

大学・学部の出願に関する決定過程とその成否
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置研究の目的

　昭和54年度より実施された国公立大学の

新しい入学者選抜制度では，志願者はあらか

じめ共通第一次学力試験（以下，r共通1次試

験」と略す）の出願の際に，志願する大学・

学部を申請することとされており，第2次試

験の出願は申請した大学・学部の中から選択

して行うこととされている、特に，第2次試

験出願時における大学の選択は，最終的な受

験大学を決定することになるので慎重な配慮

が必要とされる．

　しかしこの制度では，志願者が共通1次試

験の自己採点の結果や公表された全教科の平

均点や得点分布状況等により，申請した大

学・学部以外の大学へ変更して出願したいと

判断した場合その変更を行うことも認められ

ているので，自己採点の結果によっては必ず

しも志望通りの大学へは出願せず，志とは異

なった大学へ出願せざるを得ないものが生ず

ることは十分予想されるところでもある．も

し，志、とは異なった大学へ出願するものが増

加し，このようなものが多数大学へ入学する

ことになれば，大学教育に影響を与えること

にもなりかねない、

　本研究では，このような第2次試験出願時

零大学入試セソター研究部　情報処理研究部門
　大学入試セソター研究紀要　No．7，！984（昭和58年11月2！日受付）
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における大学・学部の選択を意志決定の一場

面として捉え，申請した大学・学部の合格可

能性に関する判断，その判断にもとづく受験

行動（志望の変更等）および実際に出願した

大学・学部の合格可能性に関する判断結果等

の関係から，志願者の受験状況を分析しよう

としたものである．一般に統計的意志決定理

論の立場では，与えられた事前情報にもとづ

く最適の行動を探し出すことを目的とし議論

されるが，この場合いわゆる価値評価を表す

損失関数あるいは効用関数等を主観的に定め

る必要がある．しかし，実際にこれらの関数

を定めることは極めて困難である．本研究で

は現状の受験状況を把握するとともに，これ

らの関数を定める上で有用な情報も併せて得

ようとするものである．

　はじめに大学・学部の合格可能性に関する

評価の尺度を定義し，受験行動との関係を分

析する．次いで，受験行動を決定する上で影

響を与えるであろう諸要因（受験年数選択

学部系統）の効果について吟味する．

聾概究の方渋

共通1次試験受験

（判断情報）

申請した大学・学部

に関する情報　Sノ
共通1次試験の自己
採点結果　名

受験判断値　71芦Z－Sノ

（行動〉

志望の変更等の行動

（判断結果）

出願した大学・学部
に関する判断結果

受験行動　。4ど

第2次試験受験

受験決定値　甑＝Z一み

（行動結果）

合否の判定 合格率θ

　分析にあたり，志願者の受験行動を図1に

示す構成から捉える．

　大学に出願する際，志願者は共通1次試験

の自己採点結果や公表された平均点等を参考

に，予め共通1次試験の出願の際に申請した

大学・学部に対する合格可能性について評価

する．ここでは，その評価尺度をr受験判断

値」として次のように定義する．

　　（受験判断値）　TゴゴニZrS．ゴ

　名は志願者ゴの共通1次試験の得点であ

り，S．プは志願者診が申請した大学・学部プの

合格者の平均点である、そして，その差丁が

を受験判断値とし，申請した大学・学部の合

格可能性を評価する尺度として表す．受験判

断値は受験行動を決定する上での事前情報で

図1大学・学部への出願に関する決定過程
　　とその成否

ある．志願者は，受験産業等によるS。ブの近

似値に基づく丁乞ブの近似値により合格可能

性について予測していると言われている．

　この種の情報の捉え方として，合格者最低

点あるいは受験者平均点等と志願者自身の得

点との差の情報や合格者分布及び受験者分布

等の分布情報を利用することも考えられる．

しかし，合格者最低点との差の情報は，合格

者最低点が第2次試験の選抜効果の影響を強

く受けているため，評価が第2次試験出願時

前に行われることを考慮すると妥当な指標と

は思えない．同様なことは受験者平均点との

差の情報の場合も言える．一方，分布に関す

る情報を利用して各得点上の合格率を適用す

る場合も，合格率自体第2次試験との総合判

定による選抜結果を表したものであり，この

場合適当な指標とは思えない、従って，ここ

では合格者の平均点と共通1次試験の得点と

の差の情報から，合格可能性に関する評価を

分析することにする．
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　次に，受験行動。傷（ゴニ1，2，3）を下記のよ

うに定義する．

　　（受験行動）

　　．411志望どおり，申請した大学・学部へ

　　　　出願

　　．421申請した大学・学部より低い合格者

　　　　平均点をもつ大学・学部へ変更して

　　　　出願

　　。431申請した大学・学部より高い合格者

　　　　平均をもつ大学・学部へ変更して出

　　　　願

ここで，行動。41，、42，、43を取った志願者群

をそれぞれr正統群」，r慎重群」，r挑戦群」と

名付ける、

　また，評価を行う上で影響を与える因子と

して，受験行動に加え性別・受験年数および

志望する学部系統の特性を考える．

　　（因子）　　（水準）

　性　　別1男，女
　受験年数1現役，1浪，2浪，3浪以上

　学部系統1人文・社会系，理工系，農水

　　　　　　産系，医歯薬系，教員養成系，

　　　　　　その他の系

　受験行動：正統群，慎重群，挑戦群

　さらに，最終的な出願大学・学部の合格可

能性に関する評価結果をr受験決定値」とし

て次のように定義する．

　　（受験決定値）　U猜二Zrノ．た

　U漉は大学・学部焉への合格の可能性につ

いて志願者ゴが評価した結果を表し，1．鳶は

志願者づが出願した大学・学部焉の合格者平

均点を表す．

　また，最終的な志願者の行動の成否を測る

ため，合否の状態θについても併せて検討す

る、

　　（合否の状態）　θ＝1二合　格

　　　　　　　　θ＝Ol不合格

　以上の構成から，志願者の大学・学部への

出願に関する意志決定の状況を捉えてみる．

　なお，本稿で対象とする志願者は，共通1次

試験を本試験で受験し，科目のマーク誤り等

によりO点とされた教科・科目を含まない者

で，第2次試験に出願した者とする、また，申

請学部とは，欝月の共通1次試験出願時に申

請した第1志望大学・学部を示し，出願学部

とは次の条件を満足するものとする．

¢り

（イ〉

出願した大学・学部が1校の場合，そ

の大学・学部を出願学部とする、

出願した大学・学部が2校以上の場

合，それらが国立大学（一部私立大

学を含む）と公立大学の組合せの場

合は国立大学を，また公立大学のみ

の場合は大学入試センターに最初に

成績請求した大学・学部をそれぞれ

出願学部と見なす、

豊麗　分析結果及び考察

　豆．因子の効果

　志望した大学・学部の合格可能性に関する

判断が，性別・受験年数・出願学部系統・受

験行動の違いにより差があるかどうか，共通

1次試験受験前の受験判断値および受験後の

受験決定値により分散分析によって調べてみ

る．

　表1，表2は，受験判断値及び受験決定値に

ついてそれぞれ分散分析を行った結果であ

る．受験判断値の主効果は，r性別」を除く他

の全ての因子で有意差が認められた（有意水

準1％）．特にr受験行動」のF値は大ぎく（F

＝2923．6），受験行動の違いによる影響の大ぎ

いことが示唆される．受験決定値についても

ほぼ同様な傾向が見られた、さらに，受験判

断値と受験決定値のF値を比較してみると，

r性別」を除き他の因子はいずれも受験決定値

の方が小さいことが認められた、出願の際の

大学・学部の合格可能性に関する判断の差は，
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表旦受験判断値の分散分析

変動因 平方和
（×1000）

自由度
平均平方和
（×1000） F

主効果 77，326 麗 7，030 821、捗潔
（A〉性別 2 1 2 o．2

（B〉受験年数 踊、639 3 3，880 453．1零零

（C〉出願学部系統 1，382 5 276 32．7潔黙

（D〉受験行動 50，062 2 25，030 2923、6潔潔

2因子交互作用 30，348 41 740 86．5露壌

A×B 2，168 3 729 85．B零

A×C 974 5 195 22．8掌零

A×D 86 2 43 5、O黙索

B×C 8，324 15 555 64．8壌潔

B×D 2，934 6 489 57、1象＊

C〉〈D 13，823 10 1，382 161．4黙零

誤差 2，171，297 253，603 9
合　　計 2，434，096 253，655 10

　　　　（昭和57年度）

（＊潔　水準1％で有意）

表2受験決定値の分散分析

変動因 平方和
（×1000〉

自由度
平均平方和
（×玉ooo） F

主効果 瓢，642 踊 1，967 249、9潔潔
（A》性別 50 玉 50 6、4潔

（B）受験年数 霧，oo8 3 2，669 339、亙潔寧

（C》出願学部系統 夏，o玉6 5 203 25．8潔潔
《D》受験行動 13，408 2 6，704 85五．5掌潔

2因子交互作用 12，960 4五 316 40．2黙潔

A×B 2，776 3 925 117，5灘潔

A×C 7騒 5 151 丑9、2霧潔

A×D 23 2
i玉 玉，5

B×c 6，782 五5 452 57．4潔潔
B　X　D 五，529 6 255 32．4零潔

c×D 2，081 10 208 26、4潔潔
誤差 1，996，511 25．3603 8

合　　計 2，085，103 25．3655 8
（潔潔　水準1％で有意）

・（　潔　水準5％で有意）

表3各因子のF値の年度間変化

因　　子 昭和54年度 昭和55年度 昭和56年度 昭和57年度

性　　別 111．7

157．7

玉0．9

28．7

5．1

0．2

o．2

6．4

受験年数 423．9

307．2

573．2

406．8

571．4

448．o

453．1

339．！

出願学都系統 62．6
43．9

84．9
46．5

82．9
46．2

32．3
25．8

受験行動 1647．1

721．3

玉430．9

931．7

2296．3

875．8

2923．6

851．5

上段言受験判断値
下段豊受験決定値
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各水準間で小さくなることが示唆される、

　また，各年度における分散分析の結果（表

3）をみると，因子により年度間変化が異なっ

ていることが分る、受験判断値の場合，r性別」

による効果は，共通1次初年度の昭和54年度

で最も大ぎく，次第に小さくなる傾向にある

が，r受験行動」の効果は，逆に年々大ぎくな

る傾向にある、これに対し，「受験年数」およ

びr出願学部系統」の効果は，年度による変

化は小さい．また，受験決定値の場合もほぼ

同様な年度変化をみせているが，r受験行動」

の効果の年度変化が小さくなっている．

　「性別」を除く「受験年数」，「出願学部系統」

あるいはr受験行動」の違いにより，合格可

能性に関する判断に違いが生ずることが認め

られたので，以降これらの因子についてはさ

らに分析を加えながら，どのような原因によ

りこのような違いが生じたのかを調べてみ

る、

　2、大学・学部への出願に関する決定過程とそ

　　の成否
　2。！　各受験行動群の特性

　図2は，共通1次試験の総得点別に各受験

行動群の人数分布（全出願者数に対する各受

験行動群の占める割合を総得点別に示してい

る、）と構成比（各得点者層における各受験行

動群の占める割合を表している．）を示してい

る．志願者は慎重群（49．2％）が最も多く，次

いで正統群（43．2％），挑戦群（7．6％）の順と

なっている、

　合格者平均点の低い学部へ変更して出願し

ようとする者は，共通1次試験の平均点近傍

で最も多く，志望どおりの学部へ出願しよう

とする者は，低い得点者層および高い得点者

層で多い．また，合格者平均点の高い学部へ

変更して出願する者は，どの得点者層でも一

定の割合で存在している．

　表4は，各受験行動群について，意志決定

100

90

80

構　70

成

比　60

（％〉

　　50

40

30

20

10

（）

挑戦群19，309入（7。6％〉

慎重群124，863人
　　（49．2％）

正統群109，484人
　　（43．2％）

　慎重群
　．．よ、、．、　正統群

’ノ／　　　、＼、、　挑戦群

　共通1次試験総得点（昭和57年度）

図2　各受験行動群の人数分布と構成比

50

40

　入

　数

30分

　布
　（％）

20

王0

5

O

に関する指標を示している．ここで，！値は，

受験判断値あるいは受験決定値の平均を合格

者の得点の標準偏差と対比した値であり，そ

れらの平均より低い得点者について，どの程

度の合格可能性が得られるかを示した値であ

る．例えば，正統群の受験判断値の！値は～

O．805となっているが，合格者の得点分布を

正規分布で近似すると，平均値一74。50以下

の約半数の受験者のうち合格した者が，全合

格者の約21％程度であることを示している．

この指標をr合格指標」と名付ける。以下，ど

のような判断にもとづいて，このような行動

をとることとなったか調べてみる．

　2．2　共通且次試験受験前の大学・学部に関す

　　　る判断

　受験判断値は，共通1次試験の出願時に志

望した学部の合格可能性に関する判断指標で

あり，志願者が手にすることのできる合否に
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表4受験行動における指標

指　　　　　標 正統群 慎重群 挑戦群 全体

出願者数 憩9，4艇人 ！24，863人 19，309入 器3，656人

轟
又 申講学部数 43五 4夏7 428 431

験 平均 一74．50 一玉29．74 一68．72 一玉o蓋、25

判 t値 一〇。805 一夏．600 一〇．7マ9 一夏、玉24

断 合格指標 （20．9％） （5．5％〉 （瓢．8％〉 G3．／％）

値

受 受験学部数 43玉 430 418 431

験 平均 一74．50 一59．44 一！04．！3 一69．34
決 忠値 一〇．805 一〇、733 一裏、／80 一〇、770
定P 合格指標 （20．9％〉 （23．3％〉 （！1．9％〉 （22．1％〉

値

合格者の学部内標準偏差 92．56 81．／／ 88．瓢 go．10

合椿率 36．o％ 35．4％
糟

27．玉％ 35．o％

（注）　受験判断値及び受験決定値のオ値は，次式により算出した。

　　　　　　　　受験判断（決定）値の平均　　　　　　！値＝
　　　　　　　　　合格者の学部内標準偏差

ついての事前情報である．一般に，この受験

判断値の！値が大ぎいほど申請した学部の合

格可能性が高いと考えることができる．

　表4に示す受験判断値の！値は，正統群

は一〇．805（合格指標20、9％），慎重群は一

1．600（同5．5％），挑戦群は一〇．779（同2L8％）

である．慎重群は合格指標が最も小さいので，

合格可能性を高めるため合格者平均点の低い

学部へ変更する行動をとり，挑戦群は合格指

標は最も大ぎいので，より高い合格者平均点

をもつ学部へ変更する行動をとっている．合

格指標と受験行動との関係が強いことが示唆

される．なお，挑戦群の低い得点者層はこの

層の正統群と同程度あるいはそれより低い受

験判断値であるにもかかわらず，正統群より

高い合格者平均点をもつ学部へ変更して出願

しようとしている傾向がみられる．

　受験判断値曲線の傾ぎは，得点の上昇に伴

う志望学部の申請移動速度を表わすものと考

えられる．すなわち，傾斜が1に近ければ，そ

の傾斜の範囲に含まれる集団は得点の高低に

かかわらず，比較的近い合格者平均点をもつ

学部へ申請する傾向が強く，また，傾斜がOに

近ければ，その傾斜の範囲に含まれる集団は，

得点の高い者ほど高い合格者平均点をもつ学

部へ申請する傾向が強いことを表わす指標と

して考えることがでぎる．表5は，区分的線

形回帰（p蓋ece輔seHnearregression）により，

ある得点Zρより低い得点者層とそれより高

い得点者層のそれぞれの回帰直線の傾斜を示

受
験
判
断
値

挑戦群

　！　！　／ノ
／

！

／

　　　　　　　　　ノ

グ悲ぎ

ノ
！

共通1次試験総得点

図3　受験判断値曲線
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表5受験判断（決定）値の回帰直線の傾ぎ

直線の傾き 寄与率

受験行動 鵬 麗轟2
量2

正統群
o．63玉

o，631

o，257

0，257

o．7玉5

0，7／5

慎重群
O，723

0，680

O，323

0，108

o，831

0，693

銚戦群
o，809

0，846

O、39夏

o，348

o，803

0，829

全体
o，64！

o，679

o，394
0．182・

o，752

0，707

　　　　　　　　　上段：受験判断植
　　　　　　　　　下段竃受験決定値
（注）　受験判断（決定）値の回帰直線の傾ぎ

　　は，次の回帰式により算出した。

Tガニ6G十み1×Zガ十δ2×（Zr　Zρ〉×δ十α

　　　　Tゴ：受験判断（決定）値

　　　　島1共通1次試験得点
　　　　　δ：ニ1　（Zぎ＞Zρ）

　　　　　　＝0　（島≦Zρ〉

　　　　Zが分　点
　　　　ε〆誤　差
　　　　6！1Zρ点以下の回帰直線の傾斜
　　　撮＋麗l　Zρ点以上の回帰直線の傾斜

したものである．．

　この場合，Zρ点より低い得点者層は，受験

判断値曲線の傾斜は大ぎく，得点の高低によ

らず比較的近い合格者平均点をもつ学部へ申

請する傾向が強く，逆に，Zρ点より高い得点

者層では傾斜は小さく，得点の高いものほど

合格者平均点の高い学部へ申請する傾向が強

いことが推測される．

　2．3　共通豆次試験受験後の大学・学部に関す

　　　る判断と合格率

　受験決定値は，志願者が実際に出願した学

部の合格可能性を示すものであり，共通1次

試験の自己採点結果に基づく判断結果であ

る、受験決定値のオ値をみると（表4），正統

群が一〇．805（合格指標20．9％），慎重群が一

〇．733（同23．3％），挑戦群が一1。180（同1L

9％）となっており，慎重群の合格指標は最も

大ぎく，挑戦群の合格指標は最も小さくなっ

ている．しかし，慎重群と正統群の合格指標

の差は小さく，これら2群の出願学部の合格

可能性に関する判断に差がないことが示唆さ

れる．そして，その傾向は得点の高低によら

ないことが分る．

　また，受験決定値曲線の傾斜（表5）の大小

からみた学部の出願状況をみると，申請時に

比べる点以上の得点者層の行動が一層鮮明

になり，これらの得点者層は受験行動の違い

によらず，得点の高い者ほど合格者平均点の

高い学部へ出願する傾向が強くなってぎてい

ることが分る．．Zρ点近傍の得点者層は，合格

者平均点の高い学部へ受験すべぎか否かの判

断に悩み，志望する学部の合格可能性とその

学部の価値観との間で葛藤が最も強く生じて

いることが推測される．

　さて，図5は各受験行動群について各得点

者層の合格率を示した合格率曲線である．図

をみると，正統群・慎重群は急激に立ち上が

り，上の下位で一時停滞状態となり，その後

再び上昇している．一方，挑戦群はこのよう

な合格率の停滞は生ぜず上昇している、これ

と同様な傾向は図4の受験決定値曲線にも見

られる．例えば，正統群は下位の得点者層で

は傾斜は大ぎく，上の下位で傾斜は小さくな

り，それ以上の得点者層で再び大ぎくなって

いる．受験決定値の大小は合否に大ぎく影響

し，合格率と強い関係にあることが示唆され

る．事実，各受験行動群の合格率をみると，正

統群が36．0％，慎重群が35．4％，挑戦群が27．

1％となっており，受験決定値と合格率の関

係が強いことがわかる．なお，正統群と慎重

群とで，合格指標と合格率の関係が僅かに逆

転しているが（慎重群の方が合格指標が高い

にもかかわらず，逆に正統群の方が合格率が

高くなっている．），これは上の下位の得点者

層によるものと考えられる．その原因として，

意志決定した2月から受験時の3月までのわ
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受
験
決
定
値

慎重群

　全体
　正統群

　　　／　　　1　　　！　　！　　〆　　！　！　！　！　！■
／

！

！

1

挑戦群

共通1次試験総得点

図4　受験決定値曲線

ずか1ケ月で，変更した学部の第2次試験の

準備をしなくてはならないという点，変更し

た学部に関する共通1次試験と第2次試験と

の配点比の相違，あるいは入試科目の相違

等々が挙げられよう．そして，それらの影響

が特にこの上の下位の得点者層で強く働ぎ，

その結果この層における正統群と慎重群との

合格率の逆転現象が生じたものと思われる、

　2。4　受験決定値特性の年度間変化

　表6は，受験する学部の合格可能性をどの

ように考慮して志願者は行動しているか，そ

の年度問の変化について示している、

　表を見ると明らかなように，昭和55年度を

除ぎ受験決定値の！値は年々増加し，志願者

は合格者平均点が近い大学・学部を志望する

傾向にある．

　その原因として，共通1次試験の自己採点

結果にもとずく合理的な判断によることは十

分考えられることであるが，特に，共通1次

試験を受験した後も志望を変更しない正統群

の行動でその傾向が顕著に現れていることを

100

90

80

0
　
》
《
》7
6
5

　
）

合
格
率
％

　
（

40

30

20

10

、z、、’

0

’

！

ノ

’

ノ

〆
’

／

　　　樋群”

「「ン

　　　ク

挑戦群

共通1次試験総得点

図5合格率曲線

考えると，年々蓄積される受験産業等の情報

を参考に志望大学の選択に関する受験指導

が，既に共通1次試験の出願時前迄に行われ

ていることが大ぎな原因と思われる、

　しかし，年々志願者が合格者平均点が近い

大学・学部を志望するようになってぎている

とはいえ，各学部に出願する志願者が等質化

し，学部における受験者の分布が狭くなって

ぎたわけではない．各学部の志願者の得点分

布状況を示す受験決定値の学部内標準偏差の

年度間変化は一定の傾向が見受けられない．

なお，学部間の差は年々縮ってくる傾向にあ

る．

　3．学部系統からみた出願に関する決定過程

　　　とその成否

　3．丑　各学部系統における受験行動群の特性

　各大学の学部・学科等はそれぞれ独自の特

色をもっており，志願者の選択する学部・学
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表6受験行動の年度間変化

受　　験　　行　　動 昭和54年度 昭和55年』 昭和56年度 昭和57年度

正
統
群

受
験
決
定
値

平均
学部内標準偏差
学部間標準偏差
t値

合格指標

一　80．28

　100．07
　220．37
－　0．910
（18．1％）

一80．78
　97．55
　190．90
－1，203
（1／．5％〉

一77．70
　103．38
　164．90
－1，150
（12．5％）

一74．50
　98．20
　／46．53

－0，805
（20。9％）

合格率 33．5％ 33．3％ 35．0％ 36．0％

慎
重
群

受
験
決
定
値

平均
学部内標準偏差
学部間標準偏差
t値

合格指標

一66．41
　84．82
　／72．57

－O，868
（19。2％）

一64。94
　79．66
　142．34
－o，919
（17．9％）

一6／．78
　82．60
　146。46
－Q，798
（21．2％〉

一59．44
　78。88
　！43．0／

一〇．733
（23、3％）

合格率 33．5％ 33．6％ 34．5％ 35．4％

挑
戦
群

受
験
決
定
値

平均
学部内標準偏差
学部闇標準偏差
t値

合格指標

一109．go
　107．78
　玉29．87

－1，309
（9．5％〉

一113．22
　104．68
　119．15
－1，481
（6．9％〉

一ユ07．82

　113．96
　98．51
－1，287
（9．9％〉

一104．13
　109．12
　105．72
－／，180
（玉1．9％〉

合格率 23．6％ 23．1％ 25．5％ 27．1％

全
　
体

受
験
決
定
値

平均
学部内標準偏差
学部闇標準偏差
t値

合格指標

一77．46
　96．18
　233．44
－O，903
（18．4％〉

一75、75
　91、56
　201．95
－o，964
G6．9％〉

一73．06
　95．90
　190．96
－O，836
（20．O％〉

一69．34
　91．oo
　i87．36
－O，770
（22．1％〉

合格率 32．5％ 32．6％ 34．O％ 35．O％

（注）　受験決定値の学部内及び学部間標準偏差は次式により算出した。

　　　　　　　　　　アが　　　　　　　　ΣΣ（T、ゴーT．ゴ〉2
　　学部内標準偏差ニ　プ司飼
　　　　　　　　　　ノV一窺

　　　　　　　　　　　　　　　　　Σ鋤（T．ゴーT．。）2
　　学部間標準偏差＝　ゴ司
　　　　　　　　　　郷一1

ノV：受験者数

窺1学部数
賜1学部の受験者数
丁が受験判断（決定）値
丁．ゴ1学部の受験判断（決定）値の平均

丁．．1全受験者の受験判断（決定）値の平均

科により受験行動にも差異が生じることは十

分予想される、ここでは，学部・学科等を系

統別にとりまとめて，受験行動の差異につい

て分析してみる．

　申請した大学・学部を変更して第2次試験

に出願する者は，年々増加傾向にある（志望

変更率5L9％（54年度），54。6％（55年度），

55．7％（56年度），56．8％（57年度））。表8は，

57年度における志望学部の変更状況を各学

部系統別に示している、上段は，志望を変更

せず志望通りの学部へ出願した者（正統群），

中段は，志望を変更し合格者平均点の低い学

部へ出願した者（慎重群），下段は，合格者平

均点の高い学部へ変更して出願した者（挑戦

群）を，それぞれ出願学部系統内の構成比と

して表している、

　人文・社会系，理工系，農水産系及び医歯

薬系へ出願する者は，志望を変更して出願す
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表7　各学部系統所属学部

学部系統 該　当　学部，

人文・社会系
教養，人闇科学，入文社会科学，入文，文教養，法文，
教育（教員養成は除く），外国語，社会，法，法経，軽済，
経営，東大・北大の文！，2，3類，社会福祉

理　工系
理，理工．工，基礎工，工芸，芸術工、電気通信，織維，鉱山
商船，東大の理玉，2類，北大の理／，2，3系

農水産系 農，園芸，畜産，水産、生物生産，北大の水産系

医歯薬系 医，歯，薬，看護，東大の理3類

教員養成系 教育，学校教育

その他め系
総合科学，文理，学芸，家政，生活科学，美術，美術工芸，
音楽、図書館惰報，筑波大の第／，2，3学群，体育、芸術学群

表8　志望学部の変更状況（志願者構成比）

申講　　出願学部
学部系統　　系統

人文・

社会系 理工系 農水産系 医歯薬系 教員養成系 その他の系

37．1％

人文・社会系 43．7％ 6．3％ ／玉．6％ H．8％
5．O％ ／．2％

40、玉

理　工　系 玉．4 42．3 24．2 2．1 2．7 7．玉

5．5 2．！ 2．五

29．5

農水産系 15．o
3．5

42．9

医歯薬系 翌．三 5．2 6．4 42．7 1．7 2．5

8．5

54．1

教員養成系 6．8 2．5 iO．5 20．7 7．7

！．7 4．4

6！．o

その他の系 1．7 ！．／ 1．6 ！．7 4．3

1．o 2．1

37．！％ 40．1％ 29．5％ 42．9％ 54．！％ 61．O％

合　　　計 54．9％ 52．9％ 64．o％ 45．2％ 38．6％ 33．8％

8．o％ 7．O％ 6．5％ H．9％ 7．3％ 5．2％

出願者数
70．48！入

100．o％
76，7偽人
100．o％

蔦，2認人
五〇〇．o％

雛，893入
100．◎％

52，157入
100．o％

17，162入
五〇〇．o％

上段9正統群
串段含慎重群
下段鴛銚戦群

（注〉丑％未満の構成比1ま未掲載．

12
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　　（その他の系）

　　　　　　　　　　　　0

る者の割合が高い、これらの変更は，いずれ

も慎重群が大部分で，挑戦群は非常に少ない．

また，志望を変更する場合でも，農水産系を

除き，その学部系統内で変更する者が多く，他

の学部系統から変更してくる者は少ない．こ

れに対し，農水産系ば，逆に他の学部系統か

ら変更してくる者が多い．特に，理工系から

農水産系へ変更する者が多い、

　一方，教員養成系，その他の系へ出願する

者は，志望を変更して出願する者は少なく，正

統群の割合の方が高い．特に，その他の系へ

出願する者はその割合が高く，これは，この

系に美術学部，音楽学部，美術学群等，比較

的志がはっきり見定めることができるような

学部が多く含まれているためと推測される．

　因に，変更する者の多いパターンをひろっ

てみると，教員養成系→人文・社会系，医歯

薬系→理工系，理工系→農水産系，理工系→

医歯薬系，人文・社会系→教員養成系，人文・

社会系→その他の系等が挙げられる．

　3、2　共通且次試験受験前の大学・学部に関す

　　　る判断

　表9は，出願した大学・学部をとりまとめ

た学部系統毎に，その受験判断値の特性を示

したものである、1段目が正統群，2段目が慎

重群，3段目が挑戦群，4段目がその学部系統

全体の受験判断値の特性をそれぞれ示してい

る．

　受験判断値の！値は，教員養成系が一

1．726（合格指標4．2％），医歯薬系が一

1．724（同4．3％）で小さく，その他の系が一

〇．902（同18．5％）で最も大ぎい．また，受験

行動別では，教員養成系，その他の系を除ぎ，

いずれの学部系統でも挑戦群の合格指標が最
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表9　受験判断値（出願学部系統別）

出願学部系統 出願者数 出　願
学部数

受験判断
値の平均

t値 合格指標

人文・社会系

26，128

38，67玉

5，682

70，481

136
玉36

131
！36

一73．34
ヨ30．33
－65．59
－103．98

一1．049
－1，809
－O，977
－1，265

14．7　％
3。5　％

16。4　％
10．2　％

理工系

30，794

40，578

5，333

76，705

103
103

100
⑳3

一67．17
一玉33．46

－48．88
－100．97

一1．005
－1，956
－0，815
－1，250

／5．6

4．5

20．6
io、6

農水産系

4，494

9，765

　999
玉5．258

37
37

36
37

一73．09
－139．88
－68．08
－115．5玉

一〇．962
－2，071
－O，921
－1，507

16．9
1．9

17．9
6．6

医歯薬系

9，398

9，go2

2，593

2蓋，893

78
77
78
78

一87．56
－n6．73
－87．99
－100．8童

一玉．569
－2，365
－1，280
－1，724

5．8

0．9

io．0
4．3

教員養成系

28，ig5

20，i42

3，820

52，157

50

50

50
50

一80．55
－119．71
－89．96
－96．36

一1．4玉3
－2，420
一1．543
－1，726

7．9

0．8

6．2

4．2

その他の系

io，475

5，805

　882
17，162

27

27

23

27

一71．50
－139．66
－6量．OO
－94．02

一〇．6玉5

－2，609
－o，988
－O，902

26．8
0．5

16．1
！8、5

1段目：

2段目3
3段目3
4段目ε

群
群
群
体

統
重
戦

正
慎
挑
全

表懸受験判断（決定）値の回帰直線の傾ぎ
　　　（出願学部系統別）

直線の傾き 寄与率

出願学部系統 b1 b聾b2
魔2

人文・社会系
O，726

0，717

O，426
0、玉72

O，791

0，697

理工系
O，705

0，688

O，430

0．i77

o，786

0，709

農水産系
O，772
0．8玉7

O．43玉

o，096

o，820

0，842

医歯薬系
O，977

1，100

O，736

0，663

O，811

0，874

教員養成系
O，865

0，933

O，765

0，726

o，gol

O，977

その他の系 o，306

0，428
O．7U
O，458

O，599

0，629

上段：　受験判断値
下段ε　受験決定値

受
験
判
断
値

　　　　教員養成系

その他の系

〆
ノ

！　　、

農水産系

ヂ
湘

も

　　　　　めノ　　ノ　　　　ノ、ノ　　　ー
　　　z　　！　　　1’

僧　　1、卿一　　　　　’
　、♂　　　　　　　4／　　　　　　　　　　1

　　　ノ　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　！　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　！　　　　　　　　　　　　　　　　’

　，ノ　ノ　　　　　　　　　　　　！
　ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

ノ　　　　　　　　　　　　　　　ノ
’　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　ヂ　　　　　　　ノ　　　　　　〆　　，　　　　　　一！，’

ノ

’1△潔
　　　ノ
　　ノ　　ノ
　ノ，騰、ノ

ノ

！・”7

1

人文社会系

　　　　　　共通1次試験総得点

図7　受験判断値曲線（出願学部系統別）
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も大きく，次いで正統群，慎重群の順になっ

ている．これに対し教員養成系，その他の系

では正統群の合格指標が最も大ぎく，挑戦群，

慎重群の順となっている．

　教員養成系，その他の系を除く他の学部系

統へ出願する者は，合格指標の低い者（慎重

群）は，志望を変更し合格者平均点の低い学

部へ出願し，合格指標の高い者（挑戦群）は，

さらに合格者平均点の高い学部へ変更して出

願する傾向にある．これに対し，教員養成系，

その他の系へ出願する者で特に挑戦群は，合

格指標が正統群より低いにもかかわらず，さ

らに合格者平均点の高い学部へ変更して出願

する傾向にある．

　また，総得点別にみた志願者の志望する大

学・学部の申請傾向（図7および表IO）から

みると，各学部系統は大ぎく3つの群に分け

られよう．

　第1の群には，人文・社会系，理工系，農

水産系が含まれ，受験判断値曲線がZρ点よ

り低い得点者層では傾斜は大ぎく，それより

高い得点者層では小さくなる傾向をもつ集団

である、この群は，得点の高い者ほど合格者

平均点の高い学部へ申請する傾向にある．

　第2の群は，受験判断値曲線の傾斜が得点

の高低によらずほぽ一定の傾向をもつ集団で

ある．これらの群には，医歯薬系，教員養成

系があり，得点の高低によらず比較的近い合

格者平均点をもつ学部へ申請する傾向にあ

る、

　第3の群は，第1の群とは逆に，受験判断

値曲線がZρ点より低い得点者層では傾斜が

小さく，それより大ぎい得点者層では大きい

傾斜をもつ集団である、この群には，その他

の系が含まれ，得点の低い者ほど合格者平均

点の高い学部へ申請する傾向にある．

　3．3　共通豆次試験受験後の大学・学部に関す

　　　る判断と合格率

　志願者は共通1次試験受験後，自己採点結

果等により最終的に志望すべぎ大学・学部を

決定する．その評価結果としての受験決定値

を各学部系統別に示したのが表11である．

　表をみると明らかなように，各学部系統の

！値は，申請時の受験判断値のガ値をほぽそ

のまま平行に押し上げた値を示している．そ

の中で，最も！値の大ぎい学部系統は，その

他の系が一〇．654（合格指標25．8％）であり，

次いで理工系が一◎．795（同2L2％），人文・

社会系が一◎、8鰺（同⑳、6％），農水産系が一

〇．845（同20．0％），教員養成系が一1．351（同

8．9％），医歯薬系が一1．430（同7。6％）の順と

なっている．また，学部系統内の各受験行動

群の∫値をみると，いずれの学部系統もほぼ

表H　受験決定値と合格率（出願学部系統別）

出願学部系統
受験決定
値の平均

t値 合格指標 合格率

一73．34 一！．049 M．7％ 34．4　％

入文・社会系
一58．05
－！01．92

一〇、806

－！、5捻

20．9％

6．4％

32．6　％
26、4　％

一67．25 一〇．8盤 2G．6％ 32、7　％

一67．！7 一！．OO5 6．7 40．o

理工系
一58．68
－89．17

一〇．860

一玉、486

！9．5

6．8

37．7
30．9

一64．2／ 一〇．795 烈．2 38．玉

一73．09 一〇．962 ／6．9 40．8

農水産系
一57、48
－98．39

一〇．851

ヨ．330

玉9、8

9．2

39．6
32．7

一64．75 一〇．845 20．o 39．5

一87．56 一！．569 5．8 34．4

医歯薬系
一68．4／
一127．64

一！、386

－1，856

8．2

3．／

35．0
25．0

一83、65 一！．430 7．6 33．5

一80。55 一／．4玉3 7．9 39．8

教員養成系
一60．44
－！！6．44

羅，222

－！，997

／！．／

2．3

37．6
24．9

一75．4！ ヨ、3麗 8．9 37．9

一71、50 一〇．6／5 26．8 ！7．3

その他の系
一58．52
－92．87

弓．094

ヨ、505

13．8
6．6

24．8
露．7

一68、2！ 一〇．654 25．8 ／9．9

！段目9

2段目鴛

3段目竃

4段目藍

群
群
群
体

統
重
戦

正
慎
挑
全
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　　　　共通1次試験総得点

図8　受験決定値曲線（出願学部系統別）

慎重群が最も大ぎく，ついで正統群，挑戦群

の順となっており，志願者全体からみた傾向

と変わらないことが分る、

　また，得点の高低による出願傾向について

調べてみても（図8および表11），いずれの学

部系統でも全得点者層で受験決定値は受験判

断値に比べ大ぎくなっており，合格可能性を

高めようと行動していることが分る．しかし，

得点の高低によるその行動は学部系統により

異なる、前節で区分した第1群の人文・社会

系，理工系，農水産系，その他の系へ出願す

る者は，Zρ点より低い得点者層では申請時と

出願時の行動に変化がないが，これより高い

得．点者層では申請時に比べ出願時はより高い

合絡者平均点をもつ学部へ出願する傾向が強

くなる、これに対し，第2の群の医歯薬系，教

員養成系へ出願する者は，申請時の受験判断

値曲線と出願時の受験決定値曲線との形状が

ほとんど変化していないことから，全得点者

層で合格可能性は高まるが，出願傾向は申請

時と変わらない、また，第3の群のその他の
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図9　合格率曲線（出願学部系統別）

系へ出願する者は，Zρ点より高い得点者層で1

第1の群と同様の傾向を示している、

　ところで，実際の合格率をみると，合格指

標との関係はいずれの学部系統においても成

立しているわけではないことが分る、合格指

標と合格率の関係が成立しているのは，医歯

薬系へ出願した者だけである、これに対し，人

文・社会系，理工系，農水産系，教員養成系

へ出願した者は，慎重群の合格指標が最も大

ぎいにもかかわらず，実際の合格率は正統群

が最も高くなっている．また，その他の系へ

出願した者は，正統群で合格指標が最も大ぎ

いにもかかわらず，その合格率は慎重群の方

が高くなっている、特に，その他の系の正統

群と慎重群で逆転関係が生じたのは，第2次

試験を重要視する芸術学部等特異な学部が多

く含まれているためと思われる．

　しかし，得点者層別にみた場合の，各学部
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　3、4　受験決定値特性の年度間変化

　表12は，各学部系統へ出願した者の得点の

学部内変動，学部間変動，受験決定値の！値

（合格指標）及び合格率について，その年度間

変化を示している．概して，いずれの学部系

統も受験決定値の！値及び学部内標準偏差の

年度間変化は小さい．その中で，人文・社会

系，理工系，農水産系へ出願する者のピ値は

年々大ぎくなる傾向にある．人文・社会系，理

工系，農水産系へ出願する者は，年々合格可

系統の受験決定値と合格率（図9）との関係

は強い．受験決定値曲線の傾斜がZρ点より

高い得点者層で緩やかになる人文・社会系，

理工系，農水産系へ出願する者は合格率が停

滞する傾向が見られ，Zρ点より低い得点者層

とそれより高い得点者層とで傾斜が変わらな

い．医歯薬系，教員養成系，その他の系へ出

願する者は合格率も滑らかに上昇している．

表膿　受験行動の年度間変化（出願学部系統別）

罵
又 験　　行　　動 昭和54年度 昭和55年度 昭和56年度 昭和57年度

入 無
又 平均 一77、73 一74．41 ・一75．63 一67、25

文 験 学部内標準偏差 94．46 91．02 92．92 86．19

魯 決 学部聞標準偏差 359．01 274．87 276．31 286．26

社 定 t値 一〇。960 一1．042 一〇．934 一Q．818
A
五 値 合格指標 （16．9％） （14．9％） （17。6％） （20．6％）

系

合格率 32．O％ 29．5％ 31．3％ 32．7％

受 平均 一65．60 一61．39 一66、05 一64．21
理 験 学部内標準偏差 89．94 84．21 89．04 86．46

工 決 学部間標準偏差 397．97 297．78 3工4．06 349．97

系 定 t値 一〇．871 一〇．883 一〇．856 一〇．795
値 合格指標 （19。2％） （18．9％〉 （19．5％〉 （21．2％）

合格率 39．9％ 39．4％ 39．7％ 38．1％

受 平均 一69．39 一68．77 一71．48 一64．75
曲
贋 験 学部内標準偏差 97．58 90．65 95．95 86．92

水 決 学部間標準偏差 220．45 241．84 192．76 206．62

産 定 t値 一〇．890 一1．097 一〇．975 一〇．845
系 値 合格指標 （18．7％） （13。6％） （16。5％〉 （20．0％）

合格率 40．0％ 39．4％ 40．6％ 39．5

感
又 平均 一89．52 一81．50 一86。24 一83．65

医 験 学部内標準偏差 108．94 103．36 112．92 ／12．58

鋤
幽 決 学部闇標準偏差 283．06 215．79 251．90 259．07

曲
楽 定 t値 一玉．722 一1．569 一2．041 一1．430

系 値 合格指標 （4、3％〉 （5．8％） （2．1％） （7．6％）

合格率 27．5％ 31．5％ 31．7％ 33．5％

受 平均 一89．46 一83。53 一85．60 一75．41
教 験 学部内標準偏差 94．96 92．32 97．22 91．15
嘗
員 決 学部聞標準偏差 449．74 404．50 383．23 345．80

養 定 t値 一1．565 一1．595 一1．735 一／．351
成 値 合格指標 （5、8％〉 （5．5％〉 （4．1％） （8．9％）

系

合絡率 27．8％ 30．7％ 33．9％ 37．9％

受 平均 一68．54 一70．49 一73．76 一68．21
そ 験 学部内標準偏差 97．88 93．64 96．45 91．81

の 決 学部闇標準偏差 333．10 264．80 246．98 310．69

他 定 t値 一〇、605 一〇．691 一〇．868 一〇．654
の 値 合格指標 （27。1％） （24。5％〉 q9．2％） （25．8％）

系

合格率 21．5％ 19．2％ 19．o％ 19．9％
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能性を高めようと行動しているが，医歯薬系，

教員養成系，その他の系へ出願する者には変

化が見受けられない、

　これに対し，学部間標準偏差の年度間変化

は大ぎい．そしてその変化は学部系統により

異なる．人文・社会系，理工系，医歯薬系，教

員養成系，その他の系は，いずれも共通1次

元年の54年度で最も大ぎいが，人文・社会系

は55年度で小さくなった後殆ど変化せず，理

工系，医歯薬系は55年度で小さくなった後再

び増加する傾向を示し，また，教員養成系は，

逆に減少する傾向を示している、その他の系

も教員養成系と同様な傾向を示すが，57年度

で再び増加する傾向にある、

　4．受験年数の違いからみた出願に関する決

　　定過程とその成否

　4、且　受験年数別の受験行動群の特性

　第2次試験としてどのような大学・学部へ

出願するかは，志願者が現役であるか又は浪

人であるかにより大ぎな違いのあることも分

散分析の結果により示唆された．図聾は受験

年数の異なる集団（現役，1浪，2浪，3浪以

上）のそれぞれについて，各受験行動群の構

成比を総得点別に示したものである．

　志願者は志望通りの学部へ出願する者正統

群は現役で最も多く，受験年数が増えるとと

もに，慎重群が増えてくる傾向にあることが

示唆される．ただ3浪以上では，受験年数が

増えているにもかかわらず正統群が再び増加

する点は注目すべぎところである．因に3浪

以上の出願した学部系統を調べてみると医歯

薬系が最も高く，全体の約43％を占めてい

た．一方，挑戦群は，受験年数及び志願者の

とった得点に依存せず，ほぼ一定の割合で分

布している、

　4、2　共通豆次試験受験前の大学・学部に関す

　　　る判断

　次に，受験年数の違いによる受験判断値の
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図購

（）

差異について調べてみる．表13は，受験判断

値の特性を示している．1浪の受験判断値のオ

値は一1．099（合格指標13．6％）と最も大ぎく，

次いで現役が一1．159（同12．3％），2浪が一

1．233（同10．9％），3浪以上が一1．271（同10．

2％）の順に小さくなっていくが，その差は殆

どない、また，各集団内における受験行動群

については，いずれの集団も挑戦群の診値が

最も大ぎく，次いで正統群，慎重群の順となっ

ており，受験年数によらず受験行動と合格可

能性との関係が強いことが示唆される、なお，

表13に示された現役と1浪の受験判断値の

平均の大小関係を総得点別（図12）にみた場

合，その関係が逆転しているが，これは現役

と1浪の各得点者層における構成比の差（図

lO）によづて生’じたものである．

　さらに，総得点別に申請傾向（表14）をみ

ると，いずれの受験行動群も得点の低い層で
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表膿受験判断値（受験年数別）

受験年数 出願者数
申請

学部数
受験判断
値の平均

t値 合格指標

現　　役

74，345

73，6丑0

13，409

161，364

431
4玉4

426
431

一75．97
一丑26．23

－68．24
－98．25

一〇．888
－1，743
－O，820
－1，159

i8．7％

4．1％
20．6％

12．3％

1　　浪

24，708

37，365

4，253

66，326

428
395
409
430

一58．75
－123．85
－58．48
－95。4玉

一〇．652
－1，649
－O，653
－1，099

25．8
5．0

25．8
13．6

2　　浪

5，258

8，381

　829
腿，468

392
37玉

376
4玉4

一87。72
－156．i7
－87．82
一玉27．38

一G．768
－1，733
－O，608
一玉．233

22．4
4．2

27．1
10．9

3浪塚上

5，173

5，507

　818
玉1、498

365
334
257
409

一115．07
一玉76、35

－11◎．63

弓44、10

一〇．880
－1，729
－O．83丑
一1．271

18．9
4．2

20．3
玉o．2

蓋段目9　正統群
2段目：　填重群

3段目9　跳戦群
4段目3　全　体

表腫受験判断（決定）値の回帰直線の
　　　傾ぎ（受験年数別）

直線の傾き 寄与率

受験年数 b玉

b1癒2
聡2

現　　　役 0，679

0，701

O，371

0，180

O，785

0，739

1　　浪 o，611

0，664

O，433

0，166

O，733

0，682

2　　　浪 0，472

0，578

O，555

0，198

O，725

0，646

3浪以上 O，446

0，530

O，730

0，465

O，716

0，653

上段3　受験判断値
下段ε　受験決定値

受
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図惣　受験判断値曲線（受験年数別）
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受
験
決
定
値

現役

1浪

〆烈観
　㌔

　　　　　　ノ’博’
　　　　　　　　　／　　　　　　　　　〆　　　　　　　　！

　　　　共通1次試験総得点

図購　受験決定値曲線（受験年数別）

は，受験年数の少ない者ほど得点の高低にか

かわらず比較的近い合格者平均点をもつ学部

へ申請し，得点の高い層は，逆に受験年数の

多い者ほど得点の上昇とともに高い合格者平

均点をもつ学部へ申請する傾向にある．

　4．3　共通1次試験受験後の大学・学部に関す

　　　る判断と合格率

　実際に出願した学部の合格可能性の目安は

受験年数の違いによりその差が拡がり，1浪

（！＝一〇．64⑪（合格指標26．1％））で最も高く，

2浪（！二一〇。765（同22．1％）），現役（！二

一〇．842（同20．5％）），3浪以上（！二一〇．941（同

17．4％））の順に下がっていく（表15）．この

点では，1浪は最も安全指向型の集団と言え

る．しかし，このことは1浪がどのような得

点をとっても，その得点者層の中で最も合格

可能性が高いわけではない．図13で明らかな

ように，受験決定値は現役と1浪で殆ど差が

なく，同程度の値を示している．それにもか

かわらず，全体からみたとぎの合格可能性に

差が現れるのは，前述のように1浪は現役に

比べ高位の得点者層の構成比が高く，従って
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　　　　共通1次試験総得点

図蝕　合格率曲線（受験年数別）

受験決定値は大ぎく合格可能性の高い者が多

くなっているからである（図10）．また，各集

団内の受験行動についてその合格可能性を調

べてみると，いずれの集団も正統群と慎重群

との間では合格可能性に関する判断の違いは

みられないが，挑戦群で合格可能性に関する

判断が他の受験行動群に比べ低い．

　さらに，総得点別の出願傾向について調べ

てみると，申請時は受験年数により申請行動

が異なっていたが，出願時には高得点者層で

は受験年数にかかわらず得点の高い者ほど，

合格者平均点の高い学部へ出願する傾向にあ

る．

　しかし，受験決定値のガ値と合格率との関

係（表15）をみると，集団全体ではいずれも

オ値が大ぎければ合格率も高いという関係に

あるが，集団内の受験行動別にみると，必ず

しもその関係は成立していない．2浪，3浪以
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表蔦受験決定値と合格率（受験年数別）

受験年数
出願
学部数

受験決定
値の平均

t植 合格指標 合格率

43蓋 一75．97 一〇．888 呈8．7％ 35、7　％

現　　役 429 一61．06 一〇．843 20．1％ 34．6　％
4i3 一玉03、52 一丑。2逸4 憩．8％ 26．7　％
43玉 一71．40 一〇．842 20．5％ 34、4　％

428 一58．75 一〇．652 25．8 43．o

置　　浪 429 一49．39 一〇．657 25．5 39．5
368 一91．69 一1．023 蒐5．4 3／．6

431 一55．59 一〇．640 26．1 40．3

392 一87．72 一〇、768 22．1 25．7
2　　浪 424 一68。8玉 一〇．762 22．4 31．O

259 一126．96 一〇．880 18．9 21．8
魂27 一79．髄 一〇．765 22。夏 28．5

365 弓玉5．07 一〇．880 B．9 17．6
3浪以上 412 一91、68 一〇．899 18．4 25．8

2n 一155．60 一童．玉68 12．玉 宝7．O

422 一玉06．75 一〇。941 i7．4 2童．5

1段目蓼　正統群
2段目ε　慎重群
3段目：　挑戦群
4段目：　全　体

表騰　受験行動の年度問変化（受験年数別）

受　　験　　行　　動 昭和54年度 昭和55年度 昭和56年度 昭和57年度

現
　
　
役

受
験
決
定
値

平均
学部内標準偏差
学部間標準偏差
t値

合格指標

一79、05
　94．57
　255．38
－O，957
（至6、9％）

一73、46
　88．14
　207．27
－O，978
（16．4％〉

一76．45
　92．40
　！94．42

－O．9玉O
（18、！％〉

一71．40
　87、69
　175．72
－0，842
（20．5％〉

合格率 32．2％ 32．3％ 33．8％ 34．4％

1
　
　
浪

受
験
決
定
値

平均
学部内標準偏差
学部闇標準偏差
t値

合格指標

一65．5i

　92。3／
　134、58
－o，810
（20．9％）

一63．56
　89．96
　127．2／

一〇．847
（ig．8％）

一63．63
　92．38
　113．87
－0，772
（22．i％）

一55．59
　87．12
　125．05
－O，640
（26、！％〉

合格率 36．7％ 36．4％ 38．4％ 40．3％

2
　
　
浪

受
験
決
定
値

平均
学部内標準偏差
学部闇標準偏差
t値

合格指標

一84．02
　101．49
　80．84
－0，891
（／8．7％〉

一84．43
　／00．23

　86．08
－0，967
（16．6％〉

一90．95
　！06、85

　8／．48
－0，932
（亙7．6％〉

一79．0！
　／00．31

　85．05
－0，765
（22．！％〉

合格率 28．9％ ・　27。5％ 27．1％ 28．5％

3
浪
以
上

受
験
決
定
値

平均
学部内標準偏差
学部間標準偏差
t値

合格指標

一105．36
　118．74
　99．75
－O，937
（！7．4％〉

一107．52
　120．25
　130．34
－1，028
（15．2％）

一／15．37

　129。0！

　／19．98

－／，086
（13．8％〉

一／06．75

　124．85
　125．57
－0，941
（17．4％）

合格率 2！．i％ 21．1％
　　　噂
20．4％ 21．5％
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上では正統群と慎重群のが値に殆ど差がない

にもかかわらず合格率は慎重群の方がかなり

高くなっている、2浪，3浪以上では出願行動

の差異が第2次試験に強く影響するものと思

われる．

　4、4　受験決定値特性の年度間変化

　表16は，受験年数の異なる集団について，

受験決定値の特性及び合格率の年度間変化を

示したものである．これをみると，現役の受

験決定値のご値は大ぎくなる傾向にあり，

年々合格可能性を高める行動をとっているこ

とが分る、これに対し，1浪，2浪及び3浪以

上は57年度に急に！値は大ぎくなるが，それ

以前では年度間の変化は小さく，傾向は顕著

ではない．

置V　ま　と　め

　第2次試験出願時における大学・学部の選

択を意志決定の一場面として据え，共通1次

試験の得点による志願者の受験行動と合格可

能性について分析した．価値の基準として，志

望する大学・学部に合格できるか否かの状態

を設定したが，この価値判断は志願者自らが

行うものであり主観的なものである、このた

め，たとえ志願者が同じ状態に置かれていた

としても，志望する大学・学部の評価は多種

多様であり，合否の結果が大ぎく変動するこ

とは十分予想されるところである．

　ここでは，価値判断の指標として受験判断

値及び受験決定値を導入し，その平均とピ値

により志願者の属性によって分類された集団

について意志決定の状況を調べた、その結果，

志願者は成算のありそうな行動をとる傾向の

強いことが示唆された、この背景には合否の

結果に対して確からしさの見通しに立ってい

る何かが存在している訳で，例えば共通1次

試験導入に伴い受験産業等により大学・学部

の合否に関する資料が豊富となり，合格可能

性の判断が容易になったこと等が挙げられよ

う．

　以下に主な受験行動について要約してみ
る、

（志願者全体からみた受験行動）

　①志望を変更せず，志望通りの学部へ出

　願する者は低得点者層および高得点者層

　　に多い．逆に，申請した学部より合格者

　　平均点の低い学部へ変更して出願する者

　　は中得点者層に多い．一方，申請した学

　　部より高い合格者平均点をもつ学部へ変

　　更して出願する者は，得点の高低にかか

　　わらず一様で，その構成比は非常に低い．

　②共通1次試験の出願時に申請した学部

　　に関する判断は合理的に行われている．

　　慎重群は最も合格可能性が低いので，合

　　格可能性を高めるため，合格者平均点の

　　低い学部へ変更して出願し，また，挑戦

　　群は合格可能性が最も高いので，より合

　　格者平均点の高い学部へ変更して出願す

　　る傾向にある．その結果，実際に出願す

　　る学部の合格可能性は，正統群と慎重群

　　とでは同程度となり，挑戦群の合格可能

　　性は，低くなっている．

　③出願する学部傾向を総得点別にみる

　　と，中の上位以下の得点者層は，得点の

　　高低にかかわらず比較的近い合格者平均

　　点をもつ学部へ出願し，それ以上の得点

　　者層は得点の高いものほど高い合格者平

　　均点をもつ学部へ出願する傾向がある．

　④受験決定値と合否の関係は強く，受験

　　決定値の大ぎい群ほど合格率が高い．

　⑤上の下位の得点者層は受験決定値と合

　　否の関係が，正統群と慎重群とで逆転し

　　ている．慎重群は正統群より受験決定値

　　は大きく，合格可能性は高くなるはずで

　　あるが，実際は正統群の方が合格率は高

　　い結果となっている．その原因として，志
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　　望変更にともなう第2次試験の不出来等

　　が挙げられよう、

⑥受験決定値の特性の年度間変化をみる

　　と，昭和55年度を除き受験決定値の！値

　　は年々増加し，志願者は合格者平均点が

　近い大学・学部を志望する傾向にある、し

　　かし，各学部に出願する志願者が等質化

　　し，学部における受験者分布が狭くなっ

　　てぎたわけではない、各学部の受験決定

　値の学部内標準偏差の年度間変化は一定

　　の傾向が見受けられない．

（各学部系統からみた受験行動）

①人文・社会系，理工系，農水産系へ出

　願する者は，他の学部系統へ出願する者

　　に比べ慎重群が多く，中位の得点者層に

　　集中している、そして，これらの出願者

　　は中位程度の合格可能性をもつ学部へ出

　願する、しかし，高位の得点者層は，得

　　点の高い者ほど高い合格者平均点をもつ

　　学部へ出願する傾向が強く，合格可能性

　　が下がり合格率も停滞する傾向にある．

　　前記の③でみられた傾向は，特にこれら

　　の学部系統へ出願する者の影響によるも

　　のと思われる、

②これに対し，医歯薬系，教員養成系へ

　　出願する者は，正統群と慎重群との構成

　　は比較的拮抗しており，教員養成系では

　　むしろ正統群の方が多くなっている、ま

　　た，その構成も得点の高低によらず，各

　　得点者間での変動は小さい．しかし，出

　願する学部の合格可能性は他の学部系統

　　に比べ最も低く，その傾向は得点の高低

　　によらない、これらの学部系統は合格者

　　平均点の比較的類似した学部の多いこと

　　が示唆される、

　③また，その他の系へ出願する者は，上

　　記の学部系統に比べ最も正統群が多い、

（受験年数別にみた受験行動）

　①各受験行動群の構成状況をみると，現

　　役は正統群が最も多く，受験年数が増加

　　するとともに慎重群が多くなる、しかし，

　　3浪以上になると，再び正統群が多くな

　　る．

　②出願する学部の合格可能性は，1浪で

　　最も高く，2浪，現役，3浪以上の順に下

　　がっていく．しかし，このことは1浪が

　　どのような得点をとっても合格可能性が

　　最も高いわけではない．得点者層別にみ

　　たとぎ，受験決定値は現役と1浪とでは

　　同程度の値を示しており，差がないこと

　　が示唆される、

　志望する大学・学部へ出願すべぎか否かの

判断は主観的なもので一般性をもったもので

はない。ここでは集団としての代表値に基づ

いて意思決定の状況を分析したが，志願者の

受験行動が最適であるかどうかは結論を出す

ことはできない、今後の研究として，現状の

受験状況に基づく評価関数を設定し，最適受

験行動の議論についてさらに推し進めること

としたい、
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